
打
鳴
し
異
敬
の
宰
に
時
な
ら
ぬ
題
目
の
華
が
咲
き
ま
し
た
。
視
下

に
も
非
常
に
感
激
せ
ら
れ
ま
し
た
。

由
来
同
村
は
金
村
紳
徒
で
昭
和
の
牛
ま
で
題
目
の
聾
さ
へ
し
な

か
っ
た
此
の
海
謹
に
今
や
除
々
に
題
目
の
華
が
開
か
ん
と
し
て
ゐ

ま
す
。
是
は
九
百
五
十
年
の
昔
共
資
公
が
初
め
て
此
地
に
ト
し
後

日
蓮
大
聖
人
を
出
し
た
鴻
で
あ
り
ま
す
。
今
や
此
の
型
地
を
有
す

る
村
民
が
怒
っ
て
此
の
由
緒
あ
る
型
跡
を
永
く
保
存
す
べ
く
計
董

を
し
て
ゐ
ま
す
。
誠
に
喜
ば
し
き
次
第
で
あ
り
ま
す
。
二
十
年
前

此
地
を
壊
し
て
養
魚
池
に
せ
ん
と
し
た
村
民
が
此
に
着
眼
し
、
永

諌

暁

弘
安
三
年
十
月
八
目
、
日
蓮
聖
人
費
齢
五
十
九
歳
、
身
延
山
よ

り
鎌
倉
の
同
僚
令
一
斉
殿
に
御
涜
は
し
に
・
な
っ
た
『
御
消
息
』
に
失

諌

暁

く
後
世
に
侍
へ
厨
く
世
に
招
介
せ
ん
と
し
て
ゐ
ま
す
。
時
機
五
ら

ぽ
此
地
に
一
点
寸
を
建
立
し
、
宗
組
日
蓮
大
菩
薩
へ
の
御
報
思
一
端

に
併
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

参

拝

順

路

ム
東
海
道
線
輪
開
天
島
膝
下
車
、
村
櫛
行
巡
航
舶
に
よ
り
約
三
十
分

村
櫛
描
に
着
、
上
陸
約
十
町

ム
演
松
騨
前
村
櫛
行
乗
A
口
自
動
車
、
舘
山
寺
を
経
て
約
一
時
間

村
櫛
格
点
よ
り
約
八
丁

回

遼

知

正

の
如
く
仰
せ
ら
れ
た
。

弘
長
に
は
伊
豆
問
、
文
永
に
は
佐
渡
の
閥
、
諌
暁
再
三
に
及
ペ

。
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ぽ、

mm難
重
品
目
せ
り
つ
備
法
中
怨
の
誠
実
を
も
、
身
に
は
股
れ

ぬ
ら
ん
。
然
る
に
今
山
林
に
世
を
遁
れ
、
遣
を
進
め
ん
と
思
ひ

し
に
人
々
の
語
、
様
々
な
り
し
か
ど
も
、
芳
、
存
や
る
回
日
あ
り

し
に
依
り
て
、
営
岡
営
山
に
入
り
て
、
巳
に
七
年
の
春
秋
を
詮

る。
即
ち
、
日
蓮
は
弘
長
元
年
五
月
十
二
日
、
四
十
歳
の
時
、
伊
豆
の

閉
伊
東
へ
流
罪
さ
れ
、
文
永
八
年
十
一
月
、
五
十
歳
の
時
、
佐
渡

の
岡
塚
原
へ
流
罪
さ
れ
た
。
斯
く
の
如
く
再
度
の
流
罪
を
受
け
た

の
は
、
な
ん
の
需
で
あ
っ
た
か
を
、
今
、
広
安
三
年
十
月
、
五
十

九
歳
身
延
の
生
活
よ
り
、
振
返
っ
て
見
る
と
．
外
で
は
な
い
、
た

ど
「
諌
醍
再
三
に
及
ペ
ぽ
」
で
あ
っ
た
、
ム
」
迫
懐
せ
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
ま
だ
そ
の
外
に
も
犬
難
小
難
の
敷
へ
ょ
う
も
在
く
、
章
一
ね

λ
＼
の
多
難
に
遇
ひ
、
今
で
は
漸
く
の
と
と
で
‘
「
浬
繋
経
」
の
「
伸

法
中
の
怨
」
と
云
へ
る
伸
誠
よ
り
許
し
を
得
て
、
所
謂
伸
使
の
資

格
が
備
っ
た
と
云
は
れ
た
の
で
る
る
、

し
か
ら
ば
所
謂
「
諌
暁
」
と
は
．
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
北

保
幕
府
に
立
正
安
閤
論
の
採
用
を
迫
っ
た
教
化
を
指
す
の
で
‘
建

c 

治
元
年
、
五
十
四
歳
の
時
、
身
延
の
山
で
御
撰
症
に
た
っ
た
「
撰

時
動
」
に
、
「
再
三
の
諌
暁
」
を
敷
へ
ら
れ
た
。

外
典
、
に
一
エ
く
、
未
胡
を
し
る
を
聖
人
と
い
ふ
。
内
典
に
一
辺
く
、

三
世
を
知
る
を
聖
一
人
と
い
ふ
、
余
に
三
度
の
高
名
あ
り
。

は
去
し
文
隈
元
年
版
一
時
七
月
十
六
日
に
、
立
正
安
岡
論
を
故
明

寺
殿
（
北
僚
時
頼
）
に
奏
し
た
て
ま
つ
り
し
時
、
宿
屋
の
入
道 Iζ 

に
向
っ
て
一
足
く
、
相
宗
と
念
悌
宗
と
を
夫
ひ
給
ふ
ペ
し
と
申
さ

せ
給
へ
、
此
事
を
御
用
ひ
た
き
な
ら
ば
此
一
門
よ
り
事
を
と
り

て
位
闘
に
せ
め
ら
れ
さ
せ
給
ふ
ペ
し
。
二
に
は
去
し
文
永
八
年

九
月
十
二
日
市
中
の
時
に
平
左
衛
門
尉
に
向
っ
て
一
五
く
、
日
蓮
は

日
本
閣
の
棟
梁
也
。
予
を
失
ふ
は
日
本
閑
の
柱
撞
を
倒
す
た
り

只
今
に
白
界
反
遭
難
と
て
ど
し
う
ち
し
て
、
位
闘
俊
一
過
難
と
℃

此
の
閤
の
人
々
他
閣
に
打
殺
さ
る
L

の
み
な
ら
や
、
多
く
い
け

E
り
に
せ
ら
る
ぺ
し
。
建
長
寺
、
書
踊
寺
、
極
端
ム
寺
、
大
伸
、

長
融
市
寺
等
の
一
切
の
念
伸
者
間
借
等
が
寺
塔
を
ば
焼
き
梯
ひ
て

彼
等
が
頚
を
ゆ
ひ
の
は
ま
に
て
切
ら
や
ぽ
日
本
閣
は
必
や
ほ
ろ

必
ペ
し
と
巾
し
候
了
ん
ぬ
。
第
三
に
は
さ
千
世
一
時
四
月
八
日



左
衛
門
尉
に
語
っ
て
云
く
‘
王
地
に
生
れ
た
れ
ば
．
身
を
ば
隠

へ
ら
れ
た
て
ま
う
る
や
う
た
れ
ど
も
心
主
ば
随
へ
ら
れ
た
て
ま

つ
る
べ
か
ら
や
。
念
僻
の
無
間
地
獄
、
開
の
天
魔
の
所
得
な
る

事
は
疑
ひ
た
し
。
殊
に
真
言
宗
が
此
園
土
の
大
な
る
b
ざ
は
ひ

に
て
は
候
な
り
、
大
蒙
古
調
伏
せ
ん
事
．
真
言
師
に
は
仰
付
け

ら
る
べ
か
ら
や
。
若
し
大
事
を
真
一
言
師
調
伏
す
る
な
ら
ば
、

よ
／
＼
い
そ
い
で
此
困
ほ
ろ
ぷ
べ
し
と
巾
せ
し
か
ば
、
頼
網
間

て
云
く
、

い
つ
ご
ろ
ょ
せ
候
ぺ
き
。
予
言
く
、
経
文
に
は
い
つ

と
は
み
へ
候
は
ね
ど
も
、
天
の
御
気
色
い
か
り
す
く
た
か
ら
や

九
叫
に
見
へ
て
候
。
よ
も
今
年
は
す
ご
し
候
は
じ
と
語
り
た
り
き
。

此
の
三
の
大
事
は
日
蓮
が
申
し
た
る
に
は
あ
ら
や
。
只
偏
に
耀

迦
如
必
の
御
一
脚
、
我
身
に
入
り
か
わ
ら
せ
給
ひ
け
る
に
や
、
我

身
・
な
が
ら
も
悦
び
身
に
る
ま
る
、
法
華
経
の
一
念
三
千
と
巾
す

大
事
の
法
門
は
と
れ
友
り
。

即
ち
、
文
臆
元
年
七
片
十
六
日
に
初
め
て
安
国
論
を
献
じ
‘
文
永

八
年
九
片
十
二
日
に
再
び
そ
の
採
用
を
泊
り
、
文
永
十
一
年
四
月

八
日
に
三
た
び
安
国
論
の
採
用
を
要
求
さ
れ
た
、
と
の
事
貨
を
指

i車

境

し
て
一
，
諌
暁
再
三
に
及
ぶ
ド
？
と
一
E
は
れ
た
の
で
、
諌
艇
は
安
園
論

の
賓
現
を
要
望
し
た
師
の
指
導
で
あ
り
、
敬
化
で
あ
り
、
そ
の
態

度
で
あ
る
。
而
も
と
の
三
諌
や
、
我
組
に
取
っ
て
は
、
生
涯
を
捧

げ
た
救
済
事
業
で
あ
り
、
そ
の
運
動
で
あ
っ
た
。
質
際
的
救
世
家

と
し
て
の
日
蓮
聖
人
そ
の
人
か
ら
諌
暁
の
二
字
を
除
去
っ
た
な
ら

v、

ば
‘
重
品
盟
た
る
期
間
難
を
忍
受
し
た
こ
と
も
、
何
等
の
曾
味
を
加
へ

た
い
。
徒
に
死
生
の
聞
を
往
来
し
、
狽
に
世
間
を
騒
が
し
た
一
狂

借
と
な
る
に
過
ぎ
友
い
。
法
の
矯
め
の
犠
牲
、
園
の
清
め
の
忍
難

と
は
一
五
へ
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
、
宗
組
の
御
一
生
は
、
回
申
覚
、
「
諌
暁
」
を
離
れ
て
は
存
在

し
た
い
。
轄
隼
よ
り
「
我
が
弟
子
」
と
云
は
れ
る
の
も
．
「
民
の
幹

聞
」
と
讃
め
ら
れ
る
の
も
、
「
如
来
の
使
、
如
来
の
事
を
行
や
る
な

り
」
と
許
さ
れ
る
の
も
、
要
す
る
に
諌
暁
の
御
修
行
に
由
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
我
凪
の
御
門
下
と
し
た
た
ら
ば
、
僧
俗
を
問
は
・
ヂ

諌
暁
精
榊
を
持
た
訟
い
よ
ろ
で
は
、
宗
岨
聖
人
の
御
前
に
出
て
、

会
目
通
り
は
到
底
叶
は
ぬ
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

£込

マ

。
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勤
も
す
る
と
．
古
来
か
ら
一
雌
と
諌
言
と
を
混
じ
「
立
正
安
園

・・
9

・・・

論
」
の
と
と
を
天
下
諌
言
の
御
量
許
可
と
書
い
た
も
の
す
ら
あ
る
。
し

．
．
．
．
 

か
し
、
諌
言
は
世
間
の
道
徳
行
常
に
属
し
、
諌
院
は
僻
伎
の
師
事

敬
化
に
属
す
る
。
二
者
の
距
離
は
頗
る
大
き
い
、
柳
か
の
混
同
も

巌
に
慣
ま
h
H
ば
た
ら
た
い
。
即
ち
、
諌
言
は
臣
下
が
君
に
封
し
、

又
は
子
が
父
に
封
し
、
君
に
し
て
君
た
ら
ざ
る
時
．
父
に
し
て
父

た
ら
ざ
る
時
．
臣
下
は
臣
の
踏
を
踏
み
、
子
は
子
の
砲
を
守
り
て

君
の
行
ひ
父
の
行
ひ
の
‘
正
し
か
ら
ざ
る
を
改
め
ん
と
し
て
・
住

言
融
合
す
る
と
と
で
、
若
し
も
聴
か
れ
宮
る
と
き
は
、
臣
は
身
を

退
き
‘
子
は
還
に
父
に
随
ふ
と
と
に
－
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
内
．
諌

巨
争
子
と
云
っ
て
、
諌
は
イ
サ
メ
、
争
は
ア
ラ
ソ
フ
と
訓
や
る
が

諌
も
諌
争
、
争
も
諌
品
ず
で
、
諌
め
る
に
は
争
は
ね
ば
‘
君
の
不
善

も
、
父
の
不
善
も
、
改
め
る
わ
け
に
行
か
な
い
。
臣
は
臣
の
道
、

即
ち
忠
遣
の
暗
に
よ
り
て
諌
言
し
、
子
は
子
の
遺
即
ち
孝
道
の
瞳

を
守
り
て
諌
言
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
諌
言
は
下
の
者
が
上
の
者

に
封
し
て
、
競
k

と
し
て
恐
る
／
＼
注
一
一
一
－
一
口
を
呈
し
、
勧
告
す
る
と

と
で
、
要
す
る
に
忠
孝
道
徳
．
の
範
囲
に
属
す
る
倫
道
に
過
ぎ
な
い
。

一O
凶

．。

然
る
に
、
諒
暁
は
一
冗
と
帥
陀
の
僻
弟
子
に
封
し
、
諌
設
肢
識
さ
れ

た
る
に
名
け
た
も
の
で
、
山
崎
言
の
如
く
、
下
の
も
の
が
、
上
の
も

の
に
封
し
‘
鞠
栴
如
と
し
て
言
上
す
る
の
謂
ひ
で
は
な
い
。
ま
た

諌
暁
の
草
川
は
．
ん
一
京
組
創
始
の
新
し
い
専
門
語
で
、
古
舎
の
内
に
は

漢
籍
に
も
伸
警
に
も
左
い
の
で
あ
る
。
宗
組
の
御
遺
文
に
は
無
論

多
々
之
を
拝
す
る
が
、
第
一
に
「
開
白
砂
」
に
は

叉
今
よ
り
と
そ
、
諸
大
菩
薩
も
、
党
帝
日
月
四
天
等
も
‘
救
主

開
伴
品
与
の
御
弟
子
に
て
候
へ
。
さ
れ
ば
資
格
口
聞
に
は
、
此
等
の
大

菩
薩
を
、
伸
我
弟
子
t
f
b
i
u
ほ
す
ゆ
へ
に
‘
加
験
し
て
云
く
、

諸
の
犬
家
に
告
ぐ
、
我
誠
度
の
後
、
誰
か
能
く
此
粧
b
L
護
持
し

讃
諦
す
る
や
、
今
飾
品
附
に
於
て
自
ら
誓
言
を
設
け
。
云
云
。

と
も
、二

倍
の
諌
暁
提
婆
品
に
あ
り
。

と
も
る
っ
て
、
賓
塔
品
の
三
度
滅
後
の
弘
粧
を
た
勧
め
に
た
っ
た

所
謂
三
簡
の
告
勅
と
、
提
婆
品
の
提
婆
の
成
怖
と
龍
女
の
成
伸
を

設
い
て
滅
後
の
弘
粧
を
ゐ
勧
め
に
た
っ
た
所
謂
二
筒
の
鳳
詔
と
を

呼
ん
で
諌
暁
と
云
は
れ
で
あ
る
。
と
れ
が
諌
暁
の
意
味
で
あ
る
。
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即
ち
怖
が
弟
子
に
向
コ
て
、
設
き
勤
め
、
論
し
覚
め
給
ひ
し
よ
り

起
っ
た
も
の
で
、
元
と
天
台
の
文
句
に
「
流
通
を
勧
覚
す
」
と
註

し
た
と
と
ろ
か
ら
、
之
を
宗
組
が
改
諜
せ
ら
れ
て
、
勤
は
諌
な
り

設
き
勧
む
る
義
、
覚
は
暁
な
り
、
論
し
覚
む
る
義
と
さ
れ
、
以
て

諌
暁
の
新
術
語
を
作
り
、
賓
塔
品
や
提
襲
口
問
の
帥
勅
を
諌
暁
と
呼

ば
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
翻
心
本
隼
紗
」
に
依
れ
ば
、
康
く
敬

主
の
弟
子
に
針
す
る
法
華
経
の
説
法
を
諌
暁
と
呼
ん
で
あ
る
。
要

之
、
此
の
諮
は
師
位
の
も
の
が
弟
子
位
の
も
の
に
望
む
と
き
の
模

成
の
語
で
あ
る
。
天
子
の
一
言
を
倫
言
汗
の
如
し
と
一
去
っ
て
、
絶

封
に
臣
民
の
犯
す
を
許
さ
ど
る
如
く
、
悌
語
の
誠
暁
は
伸
弟
子
の

絶
封
服
屑
に
値
す
る
の
で
‘
之
を
悌
勅
と
も
鳳
詔
と
も
呼
ば
れ
る
。

市
し
て
宗
祖
自
ら
僻
の
代
理
即
ち
伸
勅
の
代
行
者
た
る
を
任
じ
．

悌
伎
の
日
蓮
、
如
来
使
の
日
蓮
と
し
て
立
ち
、
と
の
資
格
か
ら
安

闘
の
話
め
に
立
正
を
論
じ
．
北
僚
幕
府
に
寄
せ
て
、
国
家
に
封
し

．．
 諌詑
暁
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
我
組
の
諌
暁
は
、
自
身
を
師
位
に
置
き
、
岡
・
援
を
あ
子

位
に
置
い
て
の
救
化
運
動
で
あ
っ
て
、
敢
て
、
阻
日
蓮
と
し
て
岡

ii車

境

君
国
主
に
針
す
る
道
徳
行
錯
を
一
五
ふ
の
で
は
た
い
。
詑
導
者
、
開

導
者
の
師
位
を
離
れ
て
、
日
蓮
聖
人
の
諌
暁
運
動
は
断
じ
て
あ
り

得
・
な
い
。

日
蓮
は
幼
若
の
も
の
た
れ
ど
も
、
法
華
粧
を
弘
む
れ
ば
、
脚
伸
迦

備
の
御
使
ぞ
か
し
。

積
積
御
振
鐸
書

’c
d旬
、

我
身
は
い
ふ
に
甲
斐
た
き
凡
夫
た
れ
ど
も
、
御
艇
を
持
ち
ま
い

ら
せ
候
分
再
は
、
営
世
に
は
日
本
第
一
の
大
人
な
り
と
申
す
な

り。

撰

E争

時

と
も
云
は
れ
た
如
く
、
平
民
備
の
日
蓮
に
し
て
悌
使
の
大
人
を
以

て
任
や
る
と
と
る
に
、
そ
の
諌
鴎
精
榊
に
‘
侵
し
難
き
樺
戚
と
、

抜
き
が
た
き
金
剛
信
と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

d訟

可

更
に
、
宗
組
の
諌
暁
精
神
は
、
菅
に
人
間
の
岡
家
に
封
す
る
樫

成
で
あ
る
の
み
な
ら
守
、
人
間
以
上
の
幽
紳
に
到
す
る
植
威
で
も

あ
っ
た
。
即
ち
「
種
種
御
振
舞
御
堂
河
」
に

日
蓮
云
く
．
各
さ
わ
が
せ
給
ふ
な
．
別
の
事
は
な
し
。
八
幡
大

一O
一点



~ 

E義

、
、
‘
．
、

強
口
躍
に
最
後
に
巾
す
と
と
あ
り
と
て
、
目
的
よ
り
さ
し
を
り
て
‘

．．．．．． 
，
 ．．． 
。．”・・・

高
替
に
巾
す
ゃ
う
。
い
か
に
八
時
大
菩
ー
隊
は
ま
こ
と
の
一
刊
か
。

と
あ
る
如
く
・
図
一
柳
八
幡
大
型
口
伝
に
卸
し
て
す
ら
、
伸
使
の
日
蓮

で
あ
り
、
師
位
の
日
蓮
で
あ
っ
た
。
日
蓮
は
誠
脱
す
る
帥
位
で
あ

り
、
図
一
刊
は
諌
暁
を
受
く
る
拍
子
位
で
あ
っ
た
。
弘
安
三
年
十
二

月
の
凶
年
に
は
、
園
榊
誠
暁
の
矯
め
に
「
諌
暁
八
幡
紗
」
と
題
し

別
に
一
芳
を
作
ら
れ
た
ほ
ど
で
る
る
。
そ
の
態
度
、
そ
の
使
命
、

そ
の
識
見
の
等
常
な
ら
ざ
る
こ
と
、
篤
歎
の
外
は
あ
る
ま
い
。

況
ん
や
、
人
山
の
支
配
す
る
岡
家
に
封
す
る
場
合
、
な
ん
で
伸

伎
の
日
蓮
で
た
か
ら
う
。
師
位
の
導
師
で
た
か
ら
う
。
『
立
正
安
園

論
』
を
献
じ
「
蹴
暁
再
三
に
及
ぶ
」
と
一
去
は
れ
た
以
上
、
武
威
に

倣
札
る
北
依
時
相
も
．
時
宗
も
、
幕
府
の
役
人
も
、
日
蓮
の
識
見

の
前
に
は
、
諌
鴎
さ
れ
る
弟
子
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
五
ふ
迄
も

な
い
。
蓋
し
宗
祖
の
諌
暁
精
一
脚
く
ら
ゐ
、
宗
救
家
の
椛
戚
を
示
し

て
遺
憾
な
き
も
の
は
‘
他
の
悌
敬
諸
宗
の
宗
岨
岡
山
連
に
は
殆
ん

ど
百
億
す
る
も
の
を
見
出
せ
ま
い
。
弘
法
は
勿
論
、
停
敬
大
師
に

も
せ
よ
、
法
然
、
親
鷺
等
何
人
と
臨
も
．
国
一
柳
園
J

援
に
針
し
堂
k

一O
六

正
面
か
ら
諌
暁
の
態
度
に
出
た
も
の
は
な
い
。
氏
T

ろ
彼
等
は
桜
門

に
蛸
び
．
岡
山
朱
に
阿
設
し
、
貴
族
や
武
刊
の
力
を
組
ん
で
、
己
が

宗
旨
の
安
寧
繁
栄
b
L
計
る
に
汲
K

た
る
も
の
で
あ
っ
た
で
は
な
い

か
。
斯
の
「
王
法
話
本
」
と
か
、
「
綴
護
岡
家
」
と
か
、
「
興
開
設

国
」
・
な
ど
L
稀
す
る
表
看
板
も
、
一
貫
は
飴
り
に
見
え
透
い
た
楼
勢

迎
合
の
哀
れ
な
記
念
の
巧
僻
で
し
か
た
い
。
誌
に
耽
て
共
の
迎
山

を
宜
ぷ
る
迄
も
な
く
、
彼
等
の
亡
閥
的
敬
義
の
第
一
義
か
ら
推
し

て
、
如
何
に
附
舎
を
強
い
て
も
、
「
問
山
内
問
」
の
看
板
を
掲
げ
マ
ん
と
は

寧
る
そ
の
心
臓
の
強
靭
な
る
に
暗
然
た
る
の
み
で
あ
る
。

兎
ま
れ
、
誠
暁
精
神
と
そ
は
日
蓮
門
下
随
一
の
主
賓
で
あ
ら
ね

ぱ
・
な
ら
な
い
。
と
の
精
神
の
箆
識
と
欠
除
と
は
、
光
輝
あ
る
「
立

正
安
岡
」
の
命
題
を
し
て
惨
め
な
阿
世
の
卑
融
た
ら
し
む
る
に
込

る
最
も
有
力
な
る
毒
素
で
あ
ら
う
。

金主

マ

摘
ほ
．
宗
岨
は
雷
に
刷
出
張
図
一
脚
に
封
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
内

は
弟
子
檀
那
に
封
し
で
も
、
外
は
全
世
界
に
釘
し
で
も
‘
姉
使
で

あ
り
、
導
帥
で
あ
り
．
父
母
で
あ
っ
た
。
即
ち
「
一
闘
将
提
第



の
日
蓮
」
と
仰
せ
ら
れ
「
日
蓮
の
弟
子
は
日
蓮
の
如
く
せ
よ
」
と

云
は
れ
、
ま
た
日
本
闘
の
上
下
に
封
し
て
は

自
讃
に
は
似
た
れ
P
」
も
・
本
文
に
任
せ
て
巾
す
。
余
は
日
本
閤

の
人
々
に
は
、
上
は
天
子
よ
り
下
は
寓
民
に
f

い
た
る
ま
で
、

の
故
あ
り
。

一
に
は
父
母
な
り
、
こ
に
は
師
匠
な
り
、
三
に
は

主
君
の
御
使
也
。

粧
に
一
足
く
、
即
ち
如
来
使
と
。
又
一
広
く
‘
眼
目
也
と
。
叉
一
広
く

日
月
也
と
。

そ
の
外
、
彼
の
有
名
な
る
『
開
目
齢
』
の
三
大
誓
願
を
拝
し
て
も

何
れ
も
皆
至
高
烹
烈
た
る
諌
暁
精
神
の
雄
叫
び
で
あ
る
。

見
ょ
、
『
立
正
安
岡
論
』
に
は
臣
日
蓮
と
し
て
岡
家
諌
暁
を
活
さ

れ
た
も
の
で
は
友
か
ら
う
。
諌
践
を
諌
一
一
一
円
と
混
同
し
、
悌
使
日
蓮

を
臣
日
蓮
と
し
て
省
出
己
る
が
如
き
惑
者
あ
り
と
し
た
在
ら
ぽ
、
吾

人
は
宜
し
く
之
を
浬
繋
粧
の
所
訪
壊
法
者
と
し
て
、
大
い
に
之
を

時
貧
し
、
臨
建
し
、
懇
庭
せ
ね
ば
な
ら
・
な
い
。
さ
う
し
て
悌
法
中

怨
の
均
一
員
を
脆
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。

思
ふ
に
、
我
組
の
高
風
を
慕
ひ
．
そ
の
門
下
と
な
れ
る
人
々
は

諌

H占i

時
勢
時
局
の
常
、
非
常
の
別
無
く
、
毎
に
徹
底
的
誠
暁
精
紳
に
活

き
ね
ば
な
ら
左
い
。

日
蓮
さ
き
が
け
し
た
り
、
和
黛
共
二
陣
三
陣
つ
ど
き
て
、
迦
葉

阿
難
に
も
勝
れ
、
天
台
停
敢
に
も
と
へ
よ
か
し
。
乃
至

。D
O

D

E

、

伸
の
御
使
と
名
乗
り
な
が
ら
臆
せ
ん
は
無
下
の
人
々
な
り
と
巾

し
ふ
く
め
ぬ
。

種
々
御
振
幅
舛
書

即
ち
諌
暁
の
魁
は
日
蓮
聖
人
そ
の
人
で
あ
り
、
そ
の
門
下
一
誌
は

二
陣
三
陣
の
諌
践
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
・
た
い
。
「
怖
の
御
使
と
名
来

り
友
が
ら
、
臆
せ
ん
は
無
下
の
人
々
・
な
り
と
巾
し
ふ
く
め
」
ら
れ

て
ゐ
る
以
上
、
先
づ
諌
暁
精
神
を
把
握
し
、
そ
の
師
位
を
高
め
‘

そ
の
様
戚
を
保
ち
‘
そ
の
識
見
を
養
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

更
に
『
四
信
五
口
問
紗
』
に

請
ふ
問
中
の
諸
人
、
我
が
末
弟
等
を
軒
ん
や
る
と
と
勿
れ
。

と
の
御
文
を
拝
し
た
な
ら
ば
、
門
下
た
る
以
上
何
人
と
縦
も
諌
暁

の
師
導
精
神
に
復
活
せ
や
に
は
居
ら
れ
ま
い
。
査
し
日
蓮
門
下
に

し
て
僧
俗
共
に
諌
暗
の
帥
導
精
榊
に
莞
酔
す
る
な
ら
ば
、
敢
闘
の

棋
院
展
、
日
本
岡
家
の
浮
化
安
康
、
期
し
て
待
つ
べ
き
で
あ
ら
う
。

一O
七



紡

校

克

服

に

常

習

で

醒
め
よ
‘
政
略
精
榊
に
！

弘
安
営
年
の
日
本
と
身
延
、
及
び
昭
和
現
代
の
門
下
と
日
本
と

を
問
問
擬
視
し
つ
L
．
宗
祖
の
諌
暁
精
神
に
鈍
慮
を
廻
ら
し
、
謹

結

核

克

服

に

首
り
て

昭
和
九
年
五
月
に
始
ま
っ
た
私
と
、
眼
に
見
え
ぬ
微
細
た
結
核

菌
と
の
死
闘
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
六
ヶ
月
を
経
た
去
る
七
月
十
日

大
阪
市
立
刀
根
山
療
養
所
の
全
快
詮
明
を
以
て
一
先
づ
格
結
を
告

げ
た
。
私
を
知
る
人
々
の
凡
て
が
、
と
の
抗
争
の
成
行
を
悲
観
的

見
解
を
以
て
見
守
ら
れ
た
の
も
営
然
で
あ
っ
た
。
だ
が
結
果
は
私

に
凱
歌
が
附
躍
り
、
直
接
に
間
接
に
私
を
慰
撫
し
、
激
励
し
、
心
か

ら
私
の
恢
復
を
時
っ
て
下
さ
っ
た
人
K

の
限
り
な
き
御
厚
情
に
臆

へ
る
こ
と
が
出
来
た
。

人
生
に
於
け
る
最
も
華
k

し
い
青
春
期
の
約
三
ヶ
年
を
、
凡
そ

一O
八

み
て
所
信
を
披
涯
し
て
、
組
山
の
鳳
雛
建
に
贈
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
了
丑
秋

以
上

松

井

大

周

陰
惨
な
病
林
に
過
し
た
の
で
あ
る
。
幾
度
か
死
に
直
面
し
、
莫
大

な
犠
牲
を
梯
ひ
‘
筆
紙
に
聾
せ
ぬ
苦
情
を
嘗
め
た
病
生
活
は
、

こ

の
世
界
に
欄
れ
た
人
々
に
の
み
理
解
し
得
る
悲
情
な
る
境
地
で
る

り
・
顧
み
て
多
少
の
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
。

特
殊
な
こ
の
世
界
に
渦
各
く
幾
多
の
問
題
の
中
に
は
、
主
口
々
｛
一
不

敬
徒
の
枇
合
的
役
割
に
鑑
み
て
、
極
め
て
往
日
に
値
す
る
問
題
が

砂
く
た
い
。
滋
自
身
の
個
人
的
闘
病
史
は
暫
く
措
き
・
最
も
示
唆

に
宮
む
と
認
め
た
問
題
の
一
部
を
如
賞
に
摘
記
し
て
・

一
隈
私
の

報
告
に
代
へ
ょ
う
。


